
・延長の長い擁壁、面積の広い構造物の支持力確認に

・事前調査での支持力の推定に（地質調査・スウェーデン調査の補完業務に）

・狭小の立坑内・擁壁の地盤支持力の確認

・セメント表層改良地盤の支持力確認に

・設計者・施工業者さまの自主管理データとして

・現場工程を迅速に進めるために簡易的に試験を行い次の工程に！

・支持力不足ならすぐ対策の打合せができます

こんな現場に

載荷位置

載荷板 試験装置

台座台座

圧力計圧力計

足掛け板足掛け板

エアーポンプエアーポンプ

エアシリンダエアシリンダ

載荷板載荷板

ELEFOOT
ELEFOOTは動的試験から換算式を用いて支持力を推定するのではなく、平板載荷試験と

狭 小 な 場 所 の 地 盤 支 持 力 の 確 認 に 。

エレフット
同様に直接載荷試験により「荷重-沈下曲線」から簡易的に地盤支持力を求めます。

対応地盤：粘土、砂質土

製造元：ランデックス工業（株）

国⼟交通省準推奨技術（SK-070010-VG)



〈協議例〉❶次の工程へ進める。❷再度周辺で「エレフット」の試験をする。
　　　　　❸平板載荷試験等を含め他の試験をする。❹その他
　　　　　　
〈協議例〉❶工程変更　 ❷置換え、地盤改良、杭基礎 　❸その他
　　　　　　

判 定 基 準 例

◎・・・支持力は確保されており次の工程に進む。
◯・・・支持力はほぼ確保されており次の工程へ進む。
△・・・支持力は一部不安があるため、発注者と協議する。

×・・・不足と思われるため、対策を協議する。
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判定による対策例判断基準

OKと判断できる数 一般的構造物の場合

載荷 圧 力 ー 沈 下 量 曲 線

出力データ例

試験結果の評価方法

1段階の沈下幅が5mmまたは最大荷重時の累計沈下量が20mmに達している場合は極限支持力を超過しているものと判断し、「設計

時の極限支持力以上の支持力はない」ものとする。

計画最大荷重時の勾配が、初期勾配１／3倍以上か以下かを算出し、判定を行う。（下図参照）

NGデータが多く判定される場合は発注者との協議の上、測定回数を増やしデータの精度を高めるか、他試験の実施を検討する。

計画最大荷重に相当する圧力まで載荷した状態で、個々のデータのばらつき、試験において人的ミス、測定地盤の均質性（礫の影

響）の判断を目視により行う。
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載荷圧力～沈下量曲線

データシート

/3

※ エレフットは JGS 平板載荷試験の簡易的・補完的な試験です。評価・判定結果
については、構造物の重要性等に応じて適切な取り扱いをお願いします。

載荷圧力～沈下量曲線
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